
② 想定される連携先・移転先

① 共同研究・産学連携への意気込み

最新がん治療研
究

研究内容

キーワード

問合せ先
情報・研究支援課

ナノ磁性ビーズを用いた
医薬品、天然物質等が直接結合するタンパク質の同定

分子標的予防医学／保健・予防医学教室（予防医学部門）

ケミカルバイオロジー、ナノ磁性ビーズ、結合タンパク質、化合物、作用機序

（本研究は共同研究又は産学連携を目指す研究です）

ナノ磁性ビーズを用いると、
右図のように化合物（医薬品、
天然物質など）が直接結合す
るタンパク質を質量分析計を
用いて同定できます。それに
より、化合物の薬効発現に関
する詳細な作用機序を解明で
きます。また、同定した結合
タンパク質が新規の創薬標的
タンパク質である可能性もあ
ります。さらには、同定した
結合タンパク質の機能解析に
より、疾患を制御する新規分
子メカニズムを発見できる可
能性もあります。

本研究のフェーズは、■基礎 ■基礎～臨床 □臨床 です

講師（学内）
飯泉 陽介

様々な医薬品や天然物質、幅広い疾患領域に適用できます。

これまでに本技術を用いた共同研究を、京都大学、
富山大学、産業医科大学、国立がん研究センター、本学
の消化器内科学、泌尿器外科学などと行ってきました。
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